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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、アディポネクチン遺伝子多型(SNP276,SNP94)の保持の有無と歯周病の病態に

ついて明らかにすることを目的とした。アディポネクチン SNP276GG または SNP94TT タイプを保

持する群と両方を保持しない群において、多型を持つ群のアディポネクチン濃度が低く 

(p=0.034)、Pd≧4mm・6 ㎜、AL≧4 ㎜部位率・BOP が高かったが、有意差は認められなかった。

従って、アディポネクチン遺伝子多型は歯周病病態と関連する可能性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The aim of this study was to investigate association between genetic factor (adiponectin gene at 

SNP276 and94) and periodontal disease in type 2 diabetes mellitus patients. Serum adiponectin 

concentration in subjects with GG type at SNP276 or TT type at SNP94 had lower than those without 

these SNPs (p=0.034). The subjects with these SNPs were also higher levels in periodontal status 

parameters, however there were not significant differences. Our results suggested that adiponectin gene 

at SNP94 and 276 might be associated with periodontal status. 
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１．研究開始当初の背景 

 近年、脂肪細胞から特異的に産生・分泌さ

れるアディポネクチンが肝臓・骨格筋に作用
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し、インスリン抵抗性を改善することが明ら

かになっており、インシュリン抵抗性を誘発

する TNF-αに対して、その作用や脂肪細胞で

の産生を抑制・調節する作用があるとされて

いる(Kadowaki et al. Exp Biol Med. 2003; 

228:1111-1117)。さらにこれらの炎症性サイ

トカインの産生を抑制することにより、抗炎

症作用をも有することが報告されている

(Ouchi et al. Circulation 2003; 107: 

671-674, Kriketos et al. Diabetes Care. 

2004; 27:2033-2040)。 

肥満・2型糖尿病では血中アディポネクチン濃

度が低下し、インスリン抵抗性を惹起するこ

とからアディポネクチンのモニタリングを行

う重要性が認識されている。一方、アディポ

ネクチンの遺伝子多型が2型糖尿病の発症リ

スクになることが発表され、特に遺伝子多型

(SNP: Single Nucleotide Polymorphism）276 

G→Tの関連が注目されている（Hara et al. 

Diabetes 2002;51:536.）。日本人の約40%が

アディポネクチン低値の素因を保持しており、

GGタイプを保持している者はTT型と比較して

アディポネクチンの分泌量が2/3程度にまで

減少すると言われている(Kadowaki et al. 

Diabetes 2002;51:536-540）。また、アディ

ポネクチン遺伝子SNP94がTT型はGG、GT型と比

較してアディポネクチン濃度が低下し、イン

シュリン抵抗性を示す傾向がある(Stumvoll 

M at. al. Diabetes 2002; 51, 1: 37-41)。 

従って、2型糖尿病患者においてこれらのア

ディポネクチン遺伝子多型を持つ場合、歯周

病発症・重症度のリスクが増幅する事が考え

られる。しかしながら、2型糖尿病患者におけ

るアディポネクチン遺伝子多型と歯周病の発

症・重症度を検討した研究報告は未だ無い。 

 
２．研究の目的 
研究では 2型糖尿病患者を対象にアディポ

ネクチン遺伝子多型(SNP276,SNP94)と歯周

病の病態について明らかにすることを目的

とした。 
３．研究の方法 
②方法 

1、「研究対象者抽出」新潟大学医歯学総合病
院糖尿病外来受診中の 2型糖尿病患者のうち、
以下の条件を満たし、同意が得られた 36名
を研究対象者とした。 
内科的基準：研究前 3ヶ月以内は 抗生物質

を服用していない 

歯科的基準：残存歯 10 本以上、研究前 3ヶ

月以内に歯周病治療を受けていない 

2、「研究対象者の採血」採血（25ml）を実施

（血清：アディポネクチン、レプチン、高感

度 CRP、他血液生化学一般の濃度分析を株式

会社 BML に依頼。 

全血：アディポネクチン遺伝子 SNP276・94

の遺伝子多型の解析を株式会社サインポス

トに依頼。 

3、「研究対象者の歯周組織診査」歯周ポケッ

ト、アタッチメントロス、BOP（1 歯あたり、

頬・舌側の近心、中央、遠心の 6点計測）お

よび歯の動揺度を測定。 

 

４．研究成果 

対象者は 36 名（男性 22 名  女性 14 名）

で、平均年齢 61.1±8.9 歳、平均現在歯数

は 25.1±4.4 本であった(表 1)。  

アディポネクチン遺伝子 SNP276 の GG タ

イプを保持する者は 11 名、GT タイプは 24

名、TT タイプは１名であった。また、SNP94 

の GG タイプを保持する者は 5 名、GT は 17 

名、TT は 14 名であった。 

アディポネクチン SNP276GG タイプまたは

SNP94TT タイプを保持する群（25 名、平均年

齢59.3±8.5歳）と両方を保持しない群(11名、

65.2±8.9 歳)において、各指標について比較



 

 

した。SNP276 または 94 を保持する群{多型

(+)}では血清アディポネクチン濃度が 9.3±

5.2μg/dl、多型を保持しない群{多型(-)}で

は 14.8±9.9μg/dl と、多型を保持する群で

有意に低い値を示した(p=0.034)。また、多

型(+)群では、Pd≧4mm 以上部位率・Pd≧6 ㎜

部位率・AL≧4 ㎜部位率・BOP・高感度 CRP は、

多型(-)群と比較して高い値を示したが、有

意差は認められなかった(表 2)。 

従って、アディポネクチンの分泌量の低下

およびインシュリン抵抗性に関連するアデ

ィポネクチンSNP276GGタイプまたはSNP45TT

タイプは、血清アディポネクチン濃度の低下

に関連する。また、AL≧4 ㎜部位率・Pd≧4mm

以上部位率・Pd≧6 ㎜部位率・AL≧4 ㎜部位

率・BOP が高値を示す傾向があり、歯周病の

病態に関連する可能性が示唆された。今後サ

ンプル数を増やして検証する必要があると

考えられる。 

 

表 1 対象者の歯科的・内科的特性 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
表2 アディポネクチンG276T•T94G多型の保
持の有無による内科•歯科的指標の平均値 

 
*多型(+)：アディポネクチン SNP276GG タイ

プあるいは SNP95TT タイプを保持 
多型(-)：アディポネクチン SNP276・SNP94

ともに GT タイプ 
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